
休眠預金等活用事業「困難を抱える子ども若者の孤立解消と育成」申請団体一覧

団体名 所在地

※申請順

隣友の会 佐賀県佐賀市
経済的困窮や他の困難ごとを抱える子ども若者を

国籍に関わらず支援し育成する事業

児童養護施設退所者ならびに生活困窮にある若者

の自立支援の家づくり

子どもを中心とした「対話する文化」が広がり、

子どもが主体的に生きるまちづくり事業

NPOアイス 福岡県福岡市博多区 筑後川流域「回遊魚」事業

2 みんなの家みんか 福岡県朝倉市

福岡県及び筑後川流域の佐賀県、大分県、熊本県において、子ども・若者の自尊心を育み、音楽やダンスなどの表現

を使って青少年健全育成を図り、次代を担う意欲ある若者が増えていくための仕組みと、多様な子ども同士が互いに

学びあう教育環境をつくる。

コロナ禍で経済的困窮や困難事を抱える子育て中のご家庭とコロナ禍で母国に変えることもできず日本で暮らす外国

籍の子育て世代に、定期的に食品や生活用品をお届けすると共に社会的孤立、孤独を防ぎご家庭が抱える困難事の軽

減、解消に努める。また、家庭からの食品ロスの軽減と上記の食品提供とをつなげるフードドライブの活動を実施す

る。さらに、様々な事情により親元で暮らすことのできない子どもや若者（児童養護施設、佐賀で暮らす他県からの

学生）が安心して通うことのできる居場所を提供し、空腹を満たし、身体を休めると共に、学びの無料塾の開設を目

指します。

これらの事業を会のメンバーだけでなく、地域の学校、企業、協力者の力をお借りし地域の子どもを地域で育ててい

きたいと考えます。

事業概要
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特定非営利活動法人

わたしと僕の夢
1 福岡県久留米市

貧困の子ども達が貧困の連鎖を断ち切り自立する

ための仕組みとふるさとづくり

貧困な子ども達の現実は、わたくしたちが考えているよりはるかに厳しい現実です。コロナ禍の中で益々その格差が

拡がり、貧困の連鎖を止めることができないことが大きな社会問題となっています。貧困からくるこの子ども達の孤

立や学力等の問題の解決のため、理想的な居場所や学習の仕組みを作り、長期的にサポートする場所を作ります。進

学や就職で巣立った子供（卒業生）達が、様々な問題や挫折に直面しても、安心して帰ってこれ、相談でき、再出発

できる場所づくりを行います。そして子ども達が自立し、地域に根付き、再チャレンジが可能となる拠点を維持発展

していくために、持続的な運営資金調達の仕組みを確立していくことで、貧困の子ども達の連鎖を止める事業として

確立します。

みんなの家みんかは、児童養護施設を退所し、準備不十分のまま社会に出ていかなくてはならない子どもたちの自立

のために、無期限で生活環境と社会生活に必要なスキルを学ぶ環境を提供する。また、過疎化、高齢化が進む朝倉市

高木地区の家を拠点とし、地域機能・産業維持が難しくなっている状況に対し、本事業の対象となる若者と一緒に取

り組む機会を設けることで、地域に対する貢献事業を行う。 

①子どものレジリエンスを高める「対話」が出来る大人を増やすプログラム作成と実践事業

(1)対話プログラムの開発 (2)対話プログラムの実践
②子どもが安心して語ることが出来る「第三の居場所」作り

(1) OMUTA BRIDGE 「寺⼦屋」（オンライン居場所と学習⽀援事業）
(2) ＰＲｅＩＳ（要保護児童を対象とした⽣きる⼒を⾼めるグループワーク事業）
③各事業の取り組みやノウハウを確立し、他のエリアでも実践可能なものとなるよう (1) 見学・研修の受け入れ (2)
ノウハウをまとめたガイドブックの作成

※助成終了後には一部事業化し、運営資本の基盤の一つとする

事業名
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なないろリボン 福岡県大牟田市


